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Dihydrostreptomycinの 結 核 菌 凝 集 に 就 い て

新潟大学医学部細菌学教室(指 導 伊藤泰一教授)

国立次新潟療養所(所 長 木村 元)

馬 場 真

(昭和29年3月2日 受付)

緒 言

特異凝集素を要せず,理 化学的影響によつて細菌の凝

集せらるる事実はMalvozi)及 びNicolle2)等 以 来,

幾多の業績3)-8)を 見 る｡而 してLinzg)はStreptomy-

cinが 細菌の核蛋白と結合して沈澱をつ くり,Groslo)

はStrept◎mycinと 菌体表面にあるリボ核酸との結合に

より細菌が凝集する事実を明らかにしているが,私 もこ

こにDihydr◎streptomycin(以 下DSMと 略記)に よ

る結核菌凝集に就いて検索する乏ともに,更 に種 々なる

要約がこの凝集に及ぼす影響等に就いても追求 し,合 せ

て結核菌以外の細菌に対する凝集性及びDSM以 外の

化学療法剤に就いても検討し,次 の成績を得た｡

実 験 方 法

1)供 試薬剤:DSM「 明治」

2)供 試菌:

(1)結 核菌H37Rv株,BCG,牛 型 菌(予 研株)及 び

鳥型菌(2)肺 結核患者喀痩より分離したSM耐 性菌

阿部,能 登,宮 農,高 原,近 藤,酒 井,佐 藤及び永井株,

INAH耐 性菌田中,菅 沼,岡 島及び西巻株,SM及 び

PAS耐 性菌松川並びに清水株(3)結 核菌H37Rv株

及びBCGのS型 変異菌

3)菌 液:上 記結核菌各株のProskauer-Beck変 法

培地5～6週 培養の菌膜を型の如 く秤量研磨,蒸 溜水に

て1ec10mg含 有の平等菌液をつくり,こ れを毎分

2000回 転10分 間遠心沈澱 して可及 的菌塊を 除去した

上清を用いた｡こ れは顕微鏡下で略々一視野中2～3コ

の平等菌液である｡勿 論菌液は調製直後に使用した｡又

場合によつては供試菌を岡 ・片倉培地に発育せしめた集

落も用いた｡

4)薬 液:DSMを 蒸溜水で ユ0倍 に溶解 し,こ れを

倍数的に稀釈した｡な お薬液は実験の都度新たに調製 し

て用いた｡

5)実 施方法:小 試験管にまず種々なる稀釈のDSM

溶液1``を 取 り,こ れに上記菌液O.2ccを 滴下し,室

温に放置,5分,30分,1時 間及び24時 間侵に,そ れ

ぞれ試験管を静置した場合の管底における所見と,こ れ

を軽 く振盈 したる場合を肉眼的に対照試験管と比較観察

し,次 のように判定 した｡

一 対照管と変 りなく・一様に溜濁せ るもの

圭 僅かに微小凝集塊が認められるが,明 瞭を欠 く場

合

十 小凝集塊叉は細い紐状の凝集塊が若干認あられる

もの

粋 かなり大きい凝集塊が浮游叉は試験管の底に認め

られ,対 照管に比し溶液が稻 ζ清澄のもの

帯 完全に凝集し,溶 液が全 く透明となつたもの

実 験 成 績

1)結 核菌H37Rv株,BCG,牛 型菌(予 研株)及 び

鳥型菌等 における凝集

第1表 の如 く,前3者 の供試菌はそれぞれ10倍 から

2560倍 乃至5120倍 迄の凝集域を示し,各 凝集菌は恰

もH凝 集に似た雲架状を呈 し,又 表示の如 く牛型菌を除

き5分 後と24時 間後の結果に大差を認めない｡而 して,

この凝集は菌液滴下瞬間に起 り,5分 頃迄は浮游してい

るが,次 第に沈下 し始め,特 に30分 後からその傾向が

第1表DSMの 結核菌H37Rv株,BCG,牛 型

及び鳥型菌に、対する凝集

膿鞠謡認
5分 帯 帯冊 帯 冊 帯 卦 升+一 一 一 一

H,,Rv30分 帯 冊 柵 柵 静+一 一 一 一

1時 間 帯 帯 冊・帯 帯 帯帯 静+一 一 一 一

24時 間 柵 帯 柵 帯 帯・肝帯 十 十 一 一一s-一一 一一

5分 帯 帯 帯 帯 冊 帯 措 蒔 十 一一・・一 一

BCG30分 冊 帯 冊 辮』帯1肝帯 十←+一 一"輯

1時 間 帯 帯 帯 帯 帯 帯 帯 昔+一 一一 一

24時 間 帯 冊 帯 帯 辮 帯 帯十+一 一 一 一

牛型菌 霧 器撒 謙:二=∴
(予 研 株)1時 間 帯 柵 帯 帯 帯冊 帯 苔 ± ± ± 一 一

24時 間 冊 帯 帯 舟 柵帯 帯 紐 十 十 士 一Ut

5分 一 一一一 一一一・一 一一一・一 一 ニー一 一

鳥型 菌3o分 闇 一 謂 嚇 一 一 一一"一 一 一 「
1時 間 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 漏 幽

24時 闘 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一1一

強 か つ た が屡 々24時 間 後 も浮 游 して い る凝 集 塊 を 見 た｡

これ に 反 し鳥 型 菌 で は 凝 築 陰 性 を示 したo

一20-一 一
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次にDSM及 び菌液の溶媒に生理的食塩水を使用 し

て見たが第2表 の如く蒸溜水の場合と差は見られなかつ

た｡な おDSMr科 研」(化 研化学),塩 酸Streptomycin

第2表DSMの 結核菌H3?Rv株 に及ぼす凝集

第4表DSMの 薬剤耐性菌に対する凝集

　数
度
倍

＼灘
DSM濃 度
∫倍数)

溶 媒

一 二 五 〇 〇
一・三 六 二 五 一 二 四

一 二 四 八 六 二 四 八 六 二 四 八

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

対

照

生理鹸 劃 柵 柵 冊 柵 慢 一{一

蒸 溜 畑 柵 柵 柵++± 刊 一

註:5分 後の成績

塩化カルシウム(日 本生物科学研究所)及 びDSM(武

田製薬)に 就いても検したが等 しく2560倍 迄H37Rv株

の凝集を来 した｡

なおH37Rv株 の雲架状凝集塊をZiehl-Neelsen染

色法で観察 したるに,長 軸に沿つて配列する傾向が窺わ

れた｡

2)薬 剤弼性菌における凝集

Proskauer一B㏄k変 法培地培養の各薬剤耐性菌に就い

て検したるに第3表 に示 す如 く,供 試6株 中阿部株の

1280倍 以外はいずれも2560倍 迄で,第1表 の薬剤感

性菌たる結核菌H37Rv株,BCG及 び牛型菌の成績と

の間に凝集性の差異は認められない｡

第3表DSMの 薬剤耐性苗に対する凝集

耐

性

菌

感
性
菌

ω
】≦

一
三Z

ω
】≦
"

勺
》
ω

部

登

島

原

藤

井

藤

井

阿

能

宮

高

近

酒

佐

永

中

巻

沼

島

田

西

菅

岡

松 川

清 水

H3,Rv

BCG

牛 型 菌

一ご五〇〇
一三六二五一二四

一・二四八六二四八六二四八

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

帯 帯 帯 帯 昔 苔++一 一 一 一

冊 帯 帯 帯 升 荘若 土 一 一一 一

帯 帯 帯帯 帯 昔 昔 士一 一一 一 一

十 十 十 十十 十 十 士 一一 一 一

帯 帯 帯帯 帯 柵 帯 辮 十 土 一 一

惜 帯 帯帯 帯 惜 掛+土 一一一 一

帯帯 柵 帯 帯 帯 帯+一 一 一 一

帯 冊 著}帯帯 掛 帯++一 一 一

帯 帯 帯++++士 一 一 一一一

十 十 十 十 十 十 士ま 一一一 一 一

十ト昔 昔 什 升 昔+± 一 一 一 一

升十 暑 升 昔 朴+一 一 一 一 一

帯 拙・帯 帯 柵 帯 帯 ↑ ± 一 一 一

十 十 十 十 十 十十 ± 一 一 一 一

昔 苔 昔苔++士 ±一 一 一 一

+昔+++++土 一 一 一 一

暑 苔苔+++++一 一 一 一

対

照

註5分 後の成績

第5表 結核菌H3?Rv株 死菌の凝集成績

＼DSM濃 度

耐淫副 倍数)

SM

井

藤

登

島

部

永

佐

能

宮

阿

一二五〇〇
一三六二五一二四

一二四八六二四八六二四八

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

升}・肝帯 舟 帯 帯 十トー仔土 一 一 一

柵 帯 帯 帯 什帯 昔+一 一一

帯 帯 帯 帯 十 井静+± 一 一 一一

帯 帯 珊・帯 升 井昔+士 一 一一

升 碁暑 昔 十 十 荘+一 一一 一

対

照

＼xDSM濃 度
'(倍 数)

供試菌 ＼

死 毒 菌

対 照(生 菌)

一・二五〇〇

一三六二五一二四
一二四八六二四八六コ四八

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

十 十十 十 十 十 圭 一 一 一 一 一

帯 辮 帯 帯 帯・帯 苔十+一 一 一

対

照

1NAH偉 測 冊 柵 糾 鼎+一 一一 一

註:5分 後の成績

3)供 試培地 と被凝性との関係

各供試菌の岡 ・片倉培地分離菌に就いて検 したるに第

4表 の如 く,感 性菌たる結核菌H37Rv株,BCG及 び

牛型菌の凝集域は等 しく1280倍 迄であ り,各 耐性菌の

凝集域は阿部,能 登,宮 島,高 原,佐 藤,田 中,西 巻,

菅沼及び清水株が1280倍,酒 井,永 井及び松川株が

2560倍,岡 島株が640倍,近 藤株が5120倍 迄で,

Proskauer-B㏄k変 法培地培養菌における第1表 及び第

3表 の成績に比較すると,同 一一es株 でも若干岡 ・片倉培

地培養菌の場合の凝集域が減じていることが窺われる｡

4)結 核菌Ha7Rv株 の死菌における凝集

結核菌Hs7Rv株 を高圧蒸気滅菌器で15ポ ンド20

註:5分 後の成績

分間処理して得たる死菌に就いて検 したるに,第5表 に

示す如 く死菌は0凝 集に似た穎粒状 を 示 し,凝 集域も

320倍 迄で生菌の2560倍 に比 し明らかに被凝集性の減

弱が見られた｡

5)結 核菌H,?Rv株 及びBCGのS型 変異菌におけ

る凝集

音成11)に 基 き結核菌H3?Rv株 及 びBCGを イ)メ

チレン青10000倍 加岡 ・芹倉培地培養法,ロ)岡 ・片

倉培地上湿潤培養法により変異菌を生ぜしめた｡イ)の

場合は濃青色を帯びた湿性小集落を,ロ)の 場合は灰白

色湿潤性菌台を生じたので2カ 月培養後その集落の性状

を検したるにZiehl-Neelsen染 色法及びメチレン青単

染色法上抗酸性菌及び非抗酸性菌の比率は第6表 に示す

如 く,メ チレン青加培地発育H37Rv株 においては一視

野中両者がほぼ同比率に見られたが,湿 潤培養法では非

抗酸性菌は抗酸性菌の1ノ4か ら ・/6を示 した｡こ れ等に

一 一21一
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第6表S型 変異菌の染色性 第9衷DSMの 結核菌以外の細菌に対する凝集

＼〉＼ 染色法

培滋 〉翻 一
湿 潤 培 養H・ ・Rv株BCG

曲τ鰭 毒鋼H・・Rv株

Methylen-
-blau単 染 色

2

9
U

ZiehI-NeeI-

sen染 色 法 1、鞭
対

照

六
四
〇

三
二
〇

=

ハ
〇
八
〇
四
〇
二
〇
一
〇

12

9

7 7

註:数 字は一視野中の菌数

第7表DSMのS型 変異菌に及ぼす凝集

5分
亀

燗_鞠 繭顧■噂 一 一 ■昭■昭脚 燭繭隔隔庸 櫛噂關繭 燗

変 形 菌 30分 _欄 刷 一 顯■■■齢 網r闘 ■騨顯 聯

1時 間 一 十 十 十 十 一 一 噂

24時 間 十 十 十 十 十 士 一 隔

¶

)

・一三六二五
一二四八六二四八六

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

湿潤 培 養法
H37Rv

対

5分

30分緑 膿 菌

1時 間

24時 間 十 ・十 十 十 一 一 一 一

照

ll+++++±土 一 一

BCG
1+++++土 ±…

鵜 趣 訓H・ ・Rv
十 十 十 十 十 十 一 一 一

分

分

間

間

5

0

時

.時

3

1
晶

42

状
島
萄
寺
葡
(
色
菌
)

黄
球
株

対照(普 通培
養法)

H37Rv

一 一 一 一 一 一 引 一

一 一 一 一 一 一 一k

嗣 鱒 『 脚}「 『

± 髄 一 一 一 一・ 一 一

鼎 掃++± 士一1一

BCG i+++++++土 一 ト

5分

30分四 連 球 菌

1時 間

24時 間 士 士 ・1:1圭 一・ 一 一

註:1時 間後の成績

おける凝集は第7表 の如 く160倍 及び320倍 迄凝集を

呈し,又 いずれも凝集塊は小穎粒状を示した｡

6)DSM凝 集 に及ぼす温度の影響

反応温度を浴槽中で5｡C,50｡C及 び75｡Cと な して

30分 後判定したるに,第8表 に示す如 く,供 試温度に

かかわらず凝集域には著変なく,対 照たる37｡C保 存の

場合と同じ価を示した｡な おカップ法で各温度下のDS

M力 価 も測定 したが30分 迄は全 く減 弱 は見られなか

つたo

第8表 湿度の菌凝集に及ぼす影響

5分

30分大 腸 菌

1時 間

24時 聞

土 ± 一 一 一・一 一

土 土 一

十 十 土 一 一 一 一

分

分

間

問

5

0

時

時

3

1

42

菌草枯

十 十 十 十 一 一 一

十 十 十 十 一 一 一

十 十 十 十 士 一 一

赫 十 斗ト 朴+± 一

一
〇
二
四
〇

五

二

一〇

二
五
六
〇

二

一
八
〇

六
四
〇

三
二
〇

二

く
〇
八
〇
四
〇
二
〇
一
〇警

50C

500C

75｡C

卍卜冊 帯 帯 帯 十 土 ± 土 一 一

十ト 辮 帯 惜 帯 十ト ± 土 一 一 一

÷卜 辮 辮 帯 辮 昔 ± ま 一 一 一

対

照

対照(37・c)1冊 柵 日 士 ± ± 一 一 一

註:3Q分 後 の成績

7)DSMの 結 核菌以外の細菌に対する凝集作用

大腸菌,黄 色葡萄状球菌(寺 島株),四 連球菌,変 形菌,

緑膿菌及び枯草菌の普通寒天培地24時 間培養に就いて

検したるに窮9表 に示す如 く,変 形菌,緑 膿菌,大 腸菌

及び枯草菌等は時間の経過 とともに凝集価は高まり・24

時間後各々160,80,20及 び160倍 迄凝集を来 したが,

いずれも弱 く,且 つ枯草菌を除き題 粒状で,枯 草菌のみ

は比 較 的大 き な雲 架 状 凝集 塊 を形 成 した0

8)DSM以 外 の 化学 療 法 剤 の結 核 菌HB?Rv株 に対

す る凝 集 作 用

Isoniazid(大 日本 製 薬),PAS(第 一 製 薬),TB1(大

日本 製 薬),VitaminK(武 田製 薬),Diazone,Proto・ ・

min,Protozo1(吉 富 製 薬),Guanofuracin(富 山化 学),・

Ne()-MinophagenA.T(ミ ノ ファ ー ゲ ン製 薬),Cepha-

ranthin(化 研 生 薬),Aureomycin(武 田 製薬),Tera-

mycin(田 辺 製 薬),Chloromycetin(三 共 製 薬)及 び結

晶PenicillinGsodium(万 有 製薬)等 の中,Iso血iazid・

PAS,Diazone及 びGuanofuracin等 は 粉末 の儘 蒸 溜水

で10倍,Aureomycin及 びTeramycin等 は100倍

に溶 解,VitaminK,Cepharanthin,Protomin及 び

Neo-MinophagenA.T等 は 注射 用 液 を そ の ま ま使 用 し

そ れ ぞれ100倍,200倍,10倍 及 び50倍 か ら稀 釈 系

列 を作 り,TB・ はPropyleneglycolChloromycetin

及 びProtozo1等 は70%ア ル コ ール で100倍 に ・

Penicillinは 蒸 溜 水 で1cc10万 単 位 とな る よ うに溶 解

した る もの に就 い て検 した る に第10～13表 に示 す 如 く,・

一221
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Isoniazid,PAS,Protomin,Diazone,VitaminK及

びNeo-MinophagenA.T等 にe:k凝 集 性 な く,Chlor(》

mycetin,Protozol及 びTB、 に は100倍,200倍 及 び

800倍 迄 にそ れ ぞれ 凝 集 を 見,対 照 の70%ア ル コ ール

及びkepyleneglyco1に も凝 集 が い ず れ も5倍 以 下 で,

第10表Isoniazid,PAS,Protomin,Diazone

及 びGuanofuracingeの 結 核 菌H37Rv

株 に対 す る凝 集

一・二五
一・三六二五一

一ご四八六二四八六二

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

対

照

kotozol

Aureomycin

〔soniazid

PAS

Prot◎min

Diazone

5分

30分

1時 間

24時 間

5分

30分

1時 間

24時 間

5分

30分

1時 間

24時 間

5分

30分

1時 間

124時 間

Gtianofura.
cin

5分

30分

1時 間

24時 間

陰 性

陰 性

陰 性

陰 性

十 十 十 十 ÷ 一 一 一 一 一一

十 十 十 十 十 ± ± 一 一 一

十 十 十 十 十 十 土 一 一一一

十 一皆升 朴 十 朴 土 士 ± 一

Chloromyce-
tin

Teramycin

Neo-Minop-

hagenA.T

Cepharanth-
in

5分

3'O分

1時 間

24時 間

5分

30分

1時 間

24時 間

5分

30分

1時 間

24時 間

5分

30分 .

1時 問

24時 間.

5分

30分

1時 間

24時 間

5分

30分

1時 間

24時 間

十 土 一 一 一 一 一 一 一

昔+一 一_一_■

蒔+一 一 一一 一 一 日 一

升+一 一 一 一 一 一 一 一

+十 ・十 十 一 一 一 一 一

十 十 十 十 一 一 一 一 一

十 十 十 十 士 一 一 一 一

+++++… ヨ ー

+一 一 一一 一 …1-・

十 一 一 一 一 一 一 一 一

静 一 一 一 一 一 一 一 一

苔 ± 一 一 一 一 一 一 二

十 十 十 十 十 一 一 一 一

十 十 十 十 十 ± 一 葡一一

十 十 十 十 十 士 一 一 一

鼎 鼎 補 一一■ 一

十 十 十 一 一 一 一 一

十十 十土 ± 一 一 一

十 十 十十 士一 一 一

箭 升 箭 等+一 一 一

第12表Penicillinの 結 核 菌H37Rv株 に対 す

る凝 集

灘
Penicillin

第11表VitaminK,TBi,Protozol,Aureomycin,

Chloromycetin,Teramycin,Neo-Mino-

phagenA.T及 びCepharanthinl等 の

結 核 菌Hs7Rv株 に 対 す る 凝 集

5分

30分

1時 間

24時 間

1234567

十=と ± 一

十 士 土 一一

十 士 土

十 士 ± ± ± 士

対

照
O

第13表Propyleneglyco1及 び70%ア ル コ

ー ル の結 核菌H3?Rvに 対 す る凝 集

謙lll欝
VitaminK

5分

30分

1時 間

24時 間

TB1

15分

30分

1時 間

24時 間

・ 一一ニ
ー・三六二五

一二四八六二四八六

五〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

十 十 十 十 士 一 ・一 一 一

十 十 十 十 士 一 ・一 一 一

十 十 十 十 ± 一 一 一 一

十 十 十 十 ± 一 一 一 一

対

照

＼ 一鯉 醜 数)

溶 媒 観察時間＼

kopylene

91yco1

70%ア ル ヨ ー

ノレ

、

5分

30分

1時 間

24時 間

5分

30分

1時 間

24時 間

12345

±

｡
士

士

士

+

+

+

+

+

+

+

斗

斗

,+

+

+

対

照

癖一 賑

十

23一
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又Guanofuracin,Aureomycin,Teramycin及 びCep・

haranthin等 においてはそれぞれ320,1600及 び3200

倍迄の凝集を示 し,特 にAureemycinTeramycin及 び

CephamthinはDSMに 匹適する凝集性を有 し,凝 集

もH凝 集に似た雲紫状を示した｡し かしDSMの よう

に定型的ではない｡Penicillinも 軽微乍 らo凝 集に似

た小穎粒状凝集を示した｡こ れ等の場合,常 に時間 とと

もに凝集域が拡大される傾向が強い｡婆

総 括

SMが 細菌の核蛋白と結合 して沈澱凝集を起す事は既

にLinzg),Gr◎slo)等 により認められたところであるが,

余 もDSM又 はSMが 著明な結核菌凝集作用のある事

実を確め得た｡結 核菌の対DSM凝 集は所謂雲架状で

あるか,死 菌の対DSMの 如 く願粒状を示す｡Penici1-

1inの 結核菌凝集並びに結核菌以外の供試細菌たる変形

菌,緑 膿菌及び大腸菌等は穎粒状凝集を示 し,叉DSMに

対する枯草菌並びにAureomycin,Teramycin,Cepha-

ranthin及 びGuanofuracin等 に対する結核菌の凝集

は略 々雲紫状凝集に類 した｡次 に凝集の時間に関 し,結

核菌凝集はいずれも菌液滴下瞬時に発現 し,5分 後判定

と24時 間後判定の聞には殆んど差はない｡併 しDSM

の結核菌以外の細菌たる変形菌,緑 膿菌及び大腸菌等に
ぢ

対する如き穎粒状凝集の場合,或 いは雲紮状でも牛型菌

(予研株)及 び枯草菌等の対DSM凝 集並びにDSM

以外 の薬剤たるGumofuracin,Aureomycin,Tera-

mycin及 びCepharanthin等 の結核菌凝集等では時聞

とともに凝集域が拡大される傾向が窺われた｡

DSMの 結核菌凝集程度による人型菌及び牛型菌等の

区別並びにそれら供試菌と肺結核患者喀疫より分離せる

SM及 びINAH等 の各薬剤耐性菌との鑑別はできない

が,同 一菌株でも集落の性状 と関係を有 し,S型 の供試

鳥型菌に凝集が見 られず,又 湿潤性集落たる結核菌Hs7

Rv株 及 びBCGよ り人工的に得たS型 菌等ではともに

凝集域の減少並びに凝集力の減弱が認められた｡以 上の

所見はDSMの 結核菌以外の供試細菌凝集に就いても

いい得る｡す なわちS型 たる変形菌,緑 膿菌及び大腸菌

等は稽 くR型 に近い集落を形成する枯草菌に比すれば明

らかに被凝集性は弱い｡又Proskauer-Beck変 法培地

培養の供試菌は同一菌株でも岡 ・片倉培地培養菌より凝

集域が稻 ζ高まる傾向を示した｡

結核菌H3?Rv株 を高圧蒸気滅菌器で15ポ ンド20分

間処理した死菌の対DSM凝 集 は穎粒状を呈し,凝 集

域も640倍 迄で同株生菌の凝集域2560倍 に比 して,

明らかに被凝集性の減弱が認められた｡し か し,生 菌の

場合,反 応温度を5｡C,50｡C及 び75｡C等 となして

もそれらの凝集域に差は認められなかつた｡

なお凝集阻止帯に就いてはDSM凝 集 に及ぼす温度

の影響を実験した場合に認められた如 く,10倍 の濃度は

聾,20倍,40倍,80倍 及び160倍 が構,320倍 が朴

で,10倍 め凝集力は320倍 の凝集力と等 しく,10倍 の凝

集が寧ろ20倍,40倍,80倍 及び 伽 倍における凝集に

比 し弱い場合に遭遇 したが全 く陰性のことはなかつた｡

結 語

以上の実験成績 より結論せば

1)DSMは 結核菌に対 し凝集作用を有する｡該 凝集

価は2560倍 前後である｡

2)結 核菌のDSM凝 集 においてその凝集塊は雲架

状を呈 し,判 定時間5分 後 と24時 聞後との間に凝集価

に殆んど差がなく,速 かに完了する｡

3)結 核菌の対DSM凝 集 に際 し,DSMの 溶媒は蒸

溜水を供するも又生理的食塩水を供するも結果に差を認

めない0

4)結 核菌の対DSM凝 集は感性菌及びSM,INAH

耐性菌並びにSM,PAS二 重耐性菌等 との間に差を認

めない｡

5)DSMの 対 結核菌凝集性はそのR型 に対 して強

い｡而 してS型 は対DSMに よる被凝集性が弱い｡

6)以 上 は専ら生結核菌による場合であるが,加 熱死

菌ではDSMに 対 し穎粒状凝集を示 し,且つ被凝集性も

弱い｡

7)DSMは 結核菌以外に変形菌,緑 膿菌,大 腸菌及

び枯草菌等に対 しても凝集牲を有するが,黄 色葡萄状球

菌(寺 島株)及 び四連球菌等は凝集陰性である｡

8)Isoniazid,PAS,Protomin,Diazone,VitaminK,

TBi',Protozol,Chloromycetin及 びNeo-Minophagen

A.T等 は結核菌Hs7Rv株 に対 し凝集性を有しないが,

Guanofuracin,Aureomycin,Teramycin及 びCepha;・

ranthin等 は凝集性を有し,且つ形成せられた凝集塊は雲

架状である｡Penicillinに は弱い凝集作用を認められる｡

稿を終るに臨み,御 懇篤なる御指導,御 校閲を賜つ

た新大伊藤泰一教授,並 びに所長木村元博=bに 深甚の

謝意を表する｡
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